
目的

対象者

レベル

定　員

開催日程等

自治体名 実施日 参加人員

１１月１１日（火）

１２日（水）

１１月１９日（水）

２０日（木）

９月　９日（火）

１０日（水）

9月３０日（火）

10月　１日（水）

10月２１日（火）

２２日（水）

８月２６日（火）

２７日（水）

１０月　７日（火）

８日（水）

８月２０日（水）

２１日（木）

９月　２日（火）

３日（水）

９月１７日（水）

１８日（木）

９月２５日（木）

２６日（金）

２月１２日（木）

１３日（金）

１０月１５日（水）

１６日（木）

８月　６日（水）

７日（木）

平成２６年度の原子力防災研修の実績

（１）原子力防災基礎研修

レベル１（基礎コース）

【研修概要】 原子力災害対応の基礎、原子力災害の特徴等の基礎知識を習得する。

原子力災害対策業務に初めて従事する行政、防災関係機関の職員。

６０名

２日間コース（原子力発電所立地道県：１2か所）

ニューサンピア敦賀

静岡県浜岡原子力広報研修センター

島根県職員会館多目的ホール

愛媛県生涯学習センター

虹の松原ホテル

鹿児島市NCサンプラザ

会場

２９名

２９名

５７名

６１名

５９名

４９名

５３名

５９名

４４名

静岡県

島根県

青森県

宮城県

福島県

愛媛県

八幡浜支局

北海道

後志総合振興局

青森県観光物産館アスパム

仙台市民会館

ホテルサンルートプラザ福島

茨城県原子力オフサイトセンター

柏崎市民プラザ

茨城県

新潟県

福井県

注）平成２６年度の研修において、平成26年１０月1４日までは原子力規
　　制庁主催で実施。１０月1４日以降は内閣府主催で実施。

５６名

６０名

５９名

６５名

６３名

佐賀県

鹿児島県

後志総合振興局



（２）災害対策要員研修及び（３）本部図上演習（発電用原子炉対象）

目的

対象者

レベル

定　員

開催日程等

自治体名 実施日 参加人員

９月１０日（水）

１１日（木）

１２日（金）

１２月１０日（水）

１１日（木）

１２日（金）

１１月　５日（水）

６日（木）

７日（金）

１２月１７日（水）

１８日（木）

１９日（金）

１０月１５日（水）

１６日（木）

１７日（金）

福井県 １月２３日（金） １３５名

９月１７日（水）

１８日（木）

１９日（金）

１０月　１日（水）

２日（木）

３日（金）

１０月　８日（水）

９日（木）

１０日（金）

１０月２２日（水）

２３日（木）

２４日（金）

１０月２９日（水）

３０日（木）

３１日（金）

９月　３日（水）

４日（木）

５日（金）

レベル２及び３（専門コース）

災害対策要員研修を２日間、本部図上演習を１日の連続３日間で実施。（原
子力発電所立地道県：１２か所）

【研修概要】

７２名

６６名

６３名

３４名茨城県 茨城県原子力オフサイトセンター

北海道 北海道原子力防災センター

青森県 六ヶ所オフサイトセンター

福島県

１００名

会場

自治体職員、実動機関等の災害対策要員として原子力災害対応業務能力を習
得する。また、災害対策本部要員として必要となる運用知識・能力又は専門
知識・能力を習得する。

原子力災害対策業務に従事する行政、防災関係機関の職員で原子力防災基礎
研修を受講した者、又は原子力防災について同等の基礎的知識のある者。

新潟県 新潟県柏崎刈羽原子力防災センター ６２名

静岡県

島根県 島根県原子力防災センター ７３名

１２４名愛媛県オフサイトセンター愛媛県

杉妻会館（災害対策要員研修）
福島県暫定オフサイトセンター
（本部図上演習）

福井県美浜原子力防災センター
（災害対策要員研修）

静岡県浜岡原子力防災センター ６６名

佐賀県 佐賀県オフサイトセンター ８８名

４０名
（独）産業技術総合研究所 東北セン
ター C棟（女川暫定ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰ）

宮城県

鹿児島県 鹿児島県原子力防災センター ５４名



目的

対象者

レベル

定　員

開催日程等

自治体名 実施日 参加人員

  １月２９日(木)

３０日(金)

  ２月　４日(水)

５日(木)

岡山県
※1 １０月１０日(金) ５６名

※１ 岡山県は、１日で災害対策要員研修及び本部図上演習を行いました。

※２ 神奈川県、大阪府は２日間の開催とし、１日目：災害対策要員研修、２日目：本部図上
演習を行いました。

上齋原オフサイトセンター

（２）災害対策要員研修及び（３）本部図上演習(核燃料加工施設等対象)

【研修概要】
自治体職員、実動機関等の災害対策要員として原子力災害対応業務能力を習
得する。また、災害対策本部要員として必要となる運用知識・能力又は専門
知識・能力を習得する。

原子力災害対策業務に従事する行政、防災関係機関の職員で原子力防災基礎
研修を受講した者、又は原子力防災について同等の基礎的知識のある者。

レベル２及び３（専門コース）

５０名

４９名

7０名

災害対策要員研修は、講義及び演習・実習により１日間とする。
本部図上演習（１日間）は災害対策要員研修に引続き実施するものとする。
なお、上斎原オフサイトセンターは、1日間で災害対策要員研修及び本部図
上演習を行う。

大阪府
※2 大阪府熊取オフサイトセンター

会場

神奈川県
※2 神奈川県横須賀オフサイトセンター



目的

対象者

レベル

定　員

開催日程等

自治体名 実施日 参加人員

北海道 ９月　４日（木） １２名

青森県 １１月２８日（金） １３名

宮城県 １０月１７日（金） ２８名

福島県 １２月　４日（木） １２名

茨城県 ９月１９日（金） １３名

新潟県 １０月３０日（木） ２０名

富山県 ２月１３日（金） ２２名

福井県 １月１６日（金） １７名

静岡県 １１月　７日（金） ２２名

島根県 １１月１４日（金） １２名

愛媛県 １１月２１日（金） ２２名

佐賀県 １２月１８日（木） ２５名

鹿児島県 ９月１１日（木） １５名

虹の松原ホテル

鹿児島市ＮＣサンプラザ

島根県職員会館

西予市役所 (会議室)

敦賀市ニューサンピア

静岡県原子力広報研修センター

富山流通会館

茨城県原子力オフサイトセンター

柏崎市産業文化会館

青森県観光物産館アスパム

石巻グランドホテル

いわき新舞子ハイツ

レベル3（専門コース）

24名

1日間コース（原子力発電所立地道県：１３か所）

会場

北海道原子力防災センター

（３）住民防護活動要員専門研修

【研修概要】 住民防護活動を行う実動機関要員（消防関係、警察関係、海上保安庁、自衛
隊）が、原子力災害時に住民防護活動を行うにあたり必要となる実践的な知
識・能力を習得することを目的として本研修を実施する。

基礎研修が修了あるいは同等の能力を有し、原子力災害時に住民防護活動を
行う実動機関の職員



目的

対象者

レベル

定　員

開催日程等

実施日 参加人員

 １月２８日（水）

２９日（木）

３０日（金）

２月１８日（水）

１９日（木）

２０日（金）

目的

対象者

レベル

定　員

開催日程等

実 施 日 参加人員

大阪地区 ９月１０日（水） ７６名

神奈川
地区

１０月１７日（金） ７５名

神奈川
地区

１１月１２日（水） ８１名横浜ワールドポーターズ

（大阪会場1回、神奈川会場２回の計3回開催）

全国４７都道府県の防災業務関係者（公務員、警察機関職員、消防機関職員
等。）

－

８０名

講義と実習・実演を実施（１日間コース）

チサンホテル新大阪

（5）核燃料輸送講習会

【研修概要】 核燃料輸送事故に係る防災業務関係者を対象に、核燃料輸送に係る安全性と
事故・防災対策についての講習会を開催し、核燃料輸送事故対策の実効性向
上に資することを目的とする。

20名

3日間コース（東京都で2回実施）

20名

19名

横浜ワールドポーターズ

会　　場

（４）訓練企画立案専門研修

【研修概要】 原子力災害を対象とした訓練・研修を企画立案する担当者として、必要とな
る運用知識・能力及び専門知識・能力を習得する。

防災訓練・研修の企画立案を担当する自治体職員等。

レベル3（専門コース）

東京都

東京都

株式会社三菱総合研究所

株式会社三菱総合研究所

会　　場


